
2021年1月からSDGsに関する連続講座を開始します。

女性部会では昨年9月に、「基本の“き”から学ぶSDGs勉強会」と題して京都市とともにSDGsを

学びました。今後も学習を継続し、①活動を体系化し、②行政等との連携を強化して効果を確

認し、③今と未来の地域社会により良い相乗効果を発揮することを目指します。

講師には、社会貢献活動、グラフィックファシリテーションの技術、地域のSDGs推進者などの

多彩な専門家をお招きし、講座後には手仕事体験を盛り込んで楽しくかつ効果的に学べるよう

計画しています。

会場参加・リモート参加、ともに参加費は全て無料です。
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（一社）京都府建築士会 事務局問い合わせ

SDGs地方創生カードゲーム体験学習会

基本の“き”から学ぶSDGs勉強会

庭師と学ぶSDGs

グラフィックファシリテーション体験学習会

醍醐の歴史探求によるまちづくりからSDGsを考える

若い女性の居場所づくりからSDGsを考える

19:00～20:30　京都建設会館別館４階北会議室

16:00～17:30　京都建設会館別館４階北会議室

19:00～20:30　京都建設会館別館４階北会議室
18:30～20:00

18:00～20:30　京都建設会館別館４階北会議室

13:30～16:30　京都市景観・まちづくりセンター  ワークショップルーム

19:00～20:30　京都建設会館別館４階北会議室

北川 美里 氏　京都わかくさねっと事務局

徳光 都妃子 氏　醍醐の歴史と暮らしを学ぶ会事務局長

出村 沙代 氏　株式会社たがやす 取締役

川辺 友之 氏　株式会社パーシヴァル代表取締役CE　クラウドファンディング専門家

梅野 星歩 氏　株式会社梅鉢園　代表取締役社長

齋藤 久也 氏　京都市総合企画局総合政策室SDGs・レジリエンス戦略課長

＋アロマキャンドル作り

＋簡易金継体験・その1

＋簡易金継体験・その2

（材料費実費）

（材料費実費）

（材料費実費）

（手仕事体験については材料費実費）

詳細は2ページ目

2020

2021

���

����
���

���

���
���

����
���

����
���

����
���

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第1回

開催延期

18:30～20:00

18:30～20:00
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と　き
ところ
内　容
定　員
締　切
参加費
申　込

3単位
2021年2月13日(土)   13:30 ～ 16:30
京都市景観・まちづくりセンター 　ワークショップルーム
出村沙代氏による実技指導
20名
2021年2月10日(水) 　ただし定員に達し次第締め切り　
会員／一般　無料　
京都府建築士会のホームページ【イベント申込フォーム】にて

〒604-0944 京都市中京区押小路通柳馬場東入橘町641 京都建設会館別館2F
TEL:075-211-2857   FAX:075-255-6077  contact@kyoto-kenchikushikai.jp

（一社）京都府建築士会 事務局問い合わせ
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グラフィックファシリテーション体験学習会
出村 沙代 氏　株式会社たがやす 取締役

SDGs の目標のひとつである地域の住民と共にまちの価値を高めるまちづくりを進
めるにあたっては、住民との対話が不可欠です。その対話の過程で実際に言葉や文
字で「話の見える化」を行いながらアイデアや発想の引き出す情報共有の手段とし
てグラフィックファシリテーション技術があります。この「見える化」の技術を習
得し、聴く力と情報共有技術を高めます。

講師にはこの技術の第一人者として御活躍中の出村沙代さんをお迎えし、実技演習
の指導をしていただきます。

■ 感染の拡大状況により中止又は内容を変更することがあります。

■ 参加者は必ずマスクを着用してください。

■入室時に非接触の体温測定を行います。

■入室時に備え付けのアルコール消毒液で手指を消毒してください。

■ 発熱、せき、などの症状がみられる方は参加を見合わせていただきます。

■ COCOA-新型コロナウィルス接触確認アプリへの登録要請を行うことがあります。

■ その他、感染予防のためスタッフの指示に従ってください。

安全上の注意

【イベント申込フォーム】

profile
疑問に思ったことは自分の目で見て感じて
確かめたい、と 17 歳でイギリスに１年間
滞在、その後、北極海研究船に 2 度乗船す
る。メーカーにて働き方変革プロジェクト
メンバーとして勤務した後、大学勤務の中
で、議論の内容だけでなく、人の想い気持
ちを絵と文字で見える化するグラフィック
ファシリテーションと出会い、魅了される。
1000 近い現場を経て、現在は組織開発、教
育現場、発達凸凹 ( 発達障害 )、対話の場づ
くりへの活用を探求している。
北海道大学大学院環境科学院 修了。
( 社 ) グラフィックファシリテーション協会
認定プロフェッショナル。
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第4回

https://www.kyotofu-kenchikushikai.jp/K008/regist.php?mode=1&kno=59



